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ブ リ トマ ー ト考 察

一 甲胄 ,と金髪 との 間で一

山 津 かお り

『妖 精の女王』 の第三巻 『貞節』 の巻 に
,・主 に登場す るブ リトマー トの

特徴 的な シンボルは 甲胄と長 い金髪 であ る。特 に,彼 女が 時折,私 た ちに

見せ て くれ る,金 色の輝 き を放 つ髪 は,私 たちの心 を引 き付 けて離す こと

はない。 甲胄か ら金髪へ,金 髪 か ら甲胄へ,そ の揺れ動 きは,エ ピソー ド

が 多 く,多 様 性に富む この叙事詩 に微妙 な変化 を与 えてい る。そ して,こ

の揺 れ動 きを通 して,私 たちは,永 遠へ のあ るヴ ィジ ョン を垣間見 る こと

が で きるの である。

男性 原理 を示 す 甲胄 と女性原理 を示す長 い金髪;こ の二 つの シンボル を,

一 人の女性 に持 たせ るこ とによ って.ス ペ ンサ ーは ,ま ず 第三巻 で,女 性

の寛容 で,し か も,節 度の ある愛"Chastity"を 寓意 的に示 し,さ らに,そ

の愛 を,第 四巻,第 五巻 で,そ れぞれ,"Friendship","Mercy"に 発 展 さ

せ てい る。

この小論文 では,ブ リ トマー トにおけ る甲胄 と金髪 とい う二つの シ ンボ

ルの使 われ方 と,そ の意義 を追 って い くこ とに よって,彼 女の統合的機能

を考察 してみたい と思 うの であ る。

ブ リ トマ ー トが 甲胄 を身 につ けて,自 分 の夫 となるア ー テ ィガル を探す

ために旅 に出 るこ とに なった原因は,魔 法 の鏡 を覗 いたこ とにあ る。 この

鏡は,鏡 を見 る入が望む こ とを映 し出す ものなの である。

But as it falleth, in the gentlest harts 

Imperious Loue hath highest set his throne, 

And tyrannizeth in the bitter smarts 

Of them, that to him  buxome are and  prone  : 

                       37
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So thought this Mayd (as maydens vse to done) 

Whom fortune for her husband would allot, 

Not that she lusted after any  one  ; 

For she was pure from blame of sinful blot, 

Yet wist her life at last must lincke in that 

 same knot.1) (3.2.23)

彼女 が興 味 を抱 いたのは,未 来の夫が ど うい う人か とい うことなの であ る。

ここで注意 しておかなけれ ばな らな いこ とは,彼 女 が,運 命に よって定め

られた夫に興味 を持 ち,自 分 の人生は結婚 の絆 で結ばれ なければな らな い

と考 えて いるこ とであ る。 そ してゲ彼女 は,受 け身の愛 を代 表す るアモ レ

ッ トと積 極的 な愛 を代 表す るフ ロ リメルのち ょうど中間 に位 置す る存 在2)

で あ ると考 え られ る。彼女 は,運 命 で定め られてい るこ とを受け入 れて,

未 来の夫の影 を一途 に恋す る女性 として,最 初 は描かれ てい る。

鏡 を見 た後 のブ リトマー トは,普 通 の乙女の恋 煩 いの比喩 で描か れ,恋

愛の こ とでは人生の先輩 と言 える乳母 グロー シに導か れ,マ ー リンの も と

に連れ て行か れ る。マー リンは,ブ リ トマ ー トがアー テ ィガル と結婚 した

後の こ とか ら,処 女王エ リザベ スー世 に到 るまでり苦難 の歴 史 を物 語 りな

が ら,彼 女 が魔 法の鏡 を覗 き込ん だのは,"wandringeye"(3.3.24)の た め

で はな く,"thestreightcourseofheauenlydestiny"(3.3.24)に よ る もの

だ と諭す 。

ブ リ トマー トは叙事詩 的愛 の実現者 の一 人なの で,普 通 の恋愛状 況 とは

違 うに して も,限 界の あ る人間に は見 るこ との できない もの を見て しまっ

た と言 える。その見 えす ぎに よる混乱状 態 をマー リンが鎮 め,神 の 摂理 だ

と知 らせ て くれて も,そ の言葉 をか み しめ,気 持 ちを調 整 して,決 断 を下

すのは ブ リ トマー トの問題 として描か れてい る。

マー リンは,彼 女の運命 につ いて,以 下 の ように語 って いる。

                   Indeed the fates are firme, 

And may not shrinck, though all the world do shake:
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Yet ought mens  good  endeuours them confirme, 

And guide the heauenly causes to their constant terme. (3.3.25)

このマー リンの言禁 に力 を得 たブ リトマー トは,グ ロー シの助 言 もあって,

敵 方のサ クソンの女王 ア ンジェラの鎧 を身につ け,昔,ブ リ トンの王 ブラ

イダッ トが作 った魔 力の ある槍 をもっで 旅 に出る こ とにす るのであ る。

この時の ブ リ トマー トは"generousstoutcourage"'(3.3。57)に あふ れ た女

性 として示 されてい る。.

旅 に 出たブ リ トマー トが一戦 を交 える最 初の騎士 は,第 二巻 『節制』 の

巻 を代表す るガイア ンであ る。 ガイアンは,彼 女の槍 の威力に屈 し,落 馬

して しま うのであ る。彼 の敗北 につ いて,MauriceEvansは,以 下 め よう

に述 べてい る。

The ebon spear of Britomart unhorses him because it has behind it 

the whole force of  Nature  ; it has the emblem of the love of God by 

which the universe was created and is maintained, and its power 

springs, therefore, from a higher and more mysterious reason than 

even Guyon can attain to. 3)

確かに ブ リ トマー トの槍 には,不 可思 議 な力が あ る。 そしで,こ の槍の所

有者 であるブ リトマー トは,ア ーサ ー同様,神 に守 られ た存在 なので,ガ

イア ジが 負けて しま うの も無理 はないのであ る。 しか しなが ら,こ の一戦

に は,も う一 つの寓意 が隠 されてい る。アーサー王 の執 り成 しによ って,

"thatgoldenchaineofconcord"(3
.1,12>で,二 人が堅 く結ば れる ように,

こ こでは,ブ リトマ ー トの"chastity"に は,ガ イオンの代 表す る徳"tem-

perance"に 劣 る こ との ない調 節能 力 が備 わ って い る とい うこ とが 強調 さ

れ ているのであ る。

同様 に,第 一巻 『神聖 』の騎士 レッ ドクロス ・ナ イ トとの出会 い も,ブ

リ ト々一 トの"Chastity"と い う徳 の支 えとな ってい る"faith"の 意 義 を強

調す る ものであ る と考 えられ る。

マ レカスタの住 む 「喜 びの館」の戦士 と戦 って いる レッ ドクロス ・ナ イ
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トに,ブ リ トマ ー トは,争 いの原因 を尋ね,・その返答 にひ ど、く共 感 を覚 え

て,'以 下 の よ うに語 る。 一 し一'「 ㌦1"∵ ∴

For knignt to  leaue his Ladie were great shame, 

That faithful is, and better were to die. 

All losse is lesse, and lesse the infamie, 

Then losse of loue to him, that  lopes but  ,one  ; 

Ne may loue be compeld by  maisterie  ; 

For soone as maisterie comes, sweet loue  amine 

Taketh his nimble  wings, and  soone away is gone. (3.1.25)

彼 女!ま ・.聖 な る モ7労 ・ ,``thetruestone"(3・1・24)歪 愛P緯 け よ う と 穿 る レ

ッ ドクロス ・ナ イ トに共感 し,愛 は力 では どうす るこ ともで きない と力説

す る。 ここで,彼 女が,レ ッ ドクロス ・ナイ トと同様 に,愛 につ いて,強

嗜 念轡 ・か る;と ・1わかう,覧 「 ㌦宀'ら 幽

し魁 ながら・・多髄 マ・々瑠 のベッ ド岱の侵入に鮒 さ・,櫛 ブリ

ト、マー トには,愛 を守るために必要な慎重 さグ架けているのであるρ

On th' other side, they saw the warlike Mayd 

All in her snow-white smocke, with locks vnbownd, 

Threatning the point of her auenging blade, 

That with so troublous terrour they were all dismayde. (3.1.63)

マ レカスタが 自分 と同 じ女性 である とい うこ とに安心.して,武 具 をつ けず

に眠 って しまったブ リ トマー トは,そ ん な自分 に も,ま たマ レ カスタに も

憤 り、'を感 じてゴ戦士 た ちと激 し く戦 う。 、

'しか し
,戦 士 たちの一人が放 った矢は,彼 女 の脇腹 をかすか では ある が

傷つけ,純 白の肌着 を朱 に染め る。鎧 をつけ ていない彼女 は傷 つ きや すい

ので あるρ層結局,ブ リ トマー ・トは,レ ッ ドクロスー・ナ イ トの協 力 を得 て,

この城 を立 ち去 ることが で きる。だが,.こ れ か ら,彼 女 は.レ ッ ドクロス・

ナ イ トと同 じように,鎧 に幾つ もの傷跡 をつけ られ るこ とによ って,自 分

を知 り,、信 じるこ との意 味 をもっと深 く掘 り下げ なけ ればな らない と思 わ
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れ る。

ブ リ トマ ー トは,ガ イア ンとレ ッ ドクロス ・ナイ トとの出会 いによって,

自 らの 中に,"temperance"と"faith"を 統 合 し,さ らに,"unchastity"を

代 表す るヘ レノア と比較 され.るこ とに よって,"chastity"の 一 面 をよ り具

体 的に示 して い くのであ る。

トロイの血筋 をひ く好 色な騎士パ リデルの誘 いに対す る応 じ方 によって,

ヘ レノア とブ リ トマ ー トとの違 いが示 され る。マ ルベ ・7,コーの妻ヘ レ ノア

が,"frailewit"(3.9.52)を す っか り・空 っぽ に して,パ リデルに夢 中にな る

の に対 して,ブ リ トマ　 トの方 は,パ リデ ルの流 し目の意 味 を十分承知 し

て いて,適 当に応 じる ものの,肝 心 な所 では,パ リデ ルの愛に答 える こと

は ない。彼女の"chastity"は,'処 女 の女神 ダイアナの養女ベ ル フィー ビー

の とは異な って許容 力の ある もの と言え る。

そ もそ も,雨 に濡 れた ため に,甲 胄を脱 ぎ,女 性 と しての姿 を現 わ した

時 のブ リトマー トの姿 がパ リデ ルの 目を引いたのであ る。 その時,'ブ リ ト

マー トの金髪 は,太 陽の よ うに光 り輝 き,足 元 まで垂 れ,ま た,服 の裾 も

足元 まで垂 れていて,"carelessemodestee"(3.9.21)を 感 じさせ ず にはお

か ない。生命 の源 であ る太陽 の ように光 り輝 く美し さ と,自 然な慎 ま しや

か さが,彼 女 の"chastity"に は備 わ って いる。 そ して,、それは,パ リデル

の誠意 の ない愛 の手練手管 で侵 され るよ うな ものでは ないのであ る。

結局,ブ リ トマー トは,"theflowreofchastity"(3.11.6)と 言 え,肉 欲

の 象徴 であ る巨人オ リフ ァン トさえ も,彼 女 の"thepowreofchasthands"

(3.11.6)を 恐 れ る ほ どの存 在 なのであ る。 しか し,冷 酷 で残忍 な魔 法使 い

ビュジ レインが最 も手 ごわい相手 どして,彼 女 の行 く手 を阻む こ とになる。

IsabelG.MacCaffreyは,甲 冑の働 きには,外 的 な力 に対 して だけで

な く,自 分 の中に存在す る卑俗 で,破 壊的 な感 情に対 して防御 とな る よう

な ものが あ ると示唆 して いる4)が,外 的な もの ではな く,内 的 な 自己の感

情 を制 御す る甲 胃の働 きが はっ き りと現 われて いるのが,こ の ビュジ レイ

ンの館 での場面 であ る。
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恋 人のア モレ ッ トを肉欲の化 身 ビュジレインに奪 われ,悲 嘆に くれ るス

カダムアに同情す るブ リ トマー トは,館 の 入ロの魔 法の炎 も恐れ るこ とな

く,ア モ レ ッ ト救 出に出かけ る。彼女は,多 くの部 屋の戸 に記 され た1`Be

bold"(3.11.50)と い う言葉 に挑発 され るこ とな く進 み,そ して,つ いに,

"Benottoobold"(3
.11.54)と い う言葉に 出会 うが,誘 惑 に負けて扉 を開

くこ とは ない。.・

Thus she there waited vntill euentyde, 

Yet liuing creature none she saw  appeare  : 

And now sad shadowes gan the world to hyde, 

From mortall  vew, and wrap in darkenesse  dreare  ; 

Yet nould she d'off her weary armes, for feare 

Of secret daunger, ne let sleepe oppresse 

Her heauy eyes with natures burdein deare, 

But drew her selfe aside in sickernesse, 

And her welpointed weapons did about her dresse. (3.11.55)

彼女 は,扉 の 呪文 の 謎 を解 くこ とはで ぎないが,こ の扉 を 開 いた 時 に,

彼 女 を襲 うで あろ う暗黒の世界 を予 感 し,甲 冑 を脱 がず,・.一睡 もしない。

彼女 の敵 とな る"living　 creature"は 現 われ は しないが,夜 が象徴 す る激

情,劣 情 を誘 う,目 には見 えない世 界 と彼女 は戦 わねば な らない。 ここで,

甲 胄は,内 面の さま ざまな感情が とめ どな くほ とば し り出るの を防 ぐ働 き

を してい ると言 える。

　 ビュジ レイ ンは,ア モ レヅ トと同 じように,ブ リトマー トの 白い胸 に短

剣 を突 き刺 し,魔 法 で呪縛 しよ うとす る。　　 　　 　 　　 ..・

Full  dreadfull things cut of that balefull booke 

He red, and measur'd many a sad verse, 

That horror gan the virgins hart to perse, 

And her faire locks vp stared stiffe on end, 

Hearing him those same bloudy lines  reherse  ; 

And all the while he red, she did extend 

Her sword high ouer him, if ought he did offend. (3.12.36)
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ヴ ィーナ スの養女ア モ レ ッ トは,ビ ュジレインの剣 に抵抗 す る術 を知 らな

いが,ブ リトマー トは,男 性 の剣 には剣 を もって立 ち向か う。 その時,彼

女の髪 の毛 は,あ ま りの恐怖 に逆 立つ のであ る。 この 時の彼女 の髪 は,女

性の弱 さ,脆 さを示 して いる。だが,彼 女 は,自 分の 中の恐怖 心 を男性 的

な もので抑 えた ため,ビ ュジ レインの館 は消え去 り,ア モ レッ トも助か る

のである。

スペ ンサーは,ブ リ トマeト に,女 性 らしい長 い金髪 と,女 性的価値 を

保護 した り,調 整 した りす る 甲胄 との両方 を与 え,他 の女性 とは違 った特

性 を持 たせ て いる。MacCaffreyは,ブ リ トマー トを,シ ェイクス ピアの

喜劇 の中に もよ く登場す る 「機械 じか けの神 様」的 な人物 で,喜 劇 的な役

割 を担 って いる人物だ と見な して いる。5)

確 かに,ブ リ トマー トは,天 の意志 を告 げ るマー リンに 出会 い,特 別 の

甲胄 と槍 を身 にっ け てか らは,人 が 困ってい る時 に登 場 しては,人 を助 け

る。そ して,自 らも試練 を受 けなが ら,彼 女は事件 をもののみ ご とに解 決

してい く。

ただ,彼 女 同様 の機能 を果 たす と考 え られ てい るアーサー王 と多少異 な

り,ブ リ トマ ー トの方 に は,処 女 か ら大人の女性 にな る時 の微妙 な心の変

化 と,さ らには,鎧 の時 と金髪 を流す 時の変化,こ れ らの特色 が与 え られ

てい る。 また,彼 女 の場 合,場 面 に よ り,寓 意性 の度 合が変 わってゆ き,

周 囲に与 える影響 力が アーサー王 よ り強 く,彼 に劣 らないほ どの統合 力 を

備 えてい る と考 え られ る。 ・

この融通 の きく特性 が十分 に活か されて いるのが,第 四巻 でのブ リトマ

ー トであ る
。 この巻 での主な話 は,フ ロ リメル とマ リネル,ア モレ ッ トと

スカダムア,こ の二組 の恋 人 たちの恋 が成就 す る過程 で生 じる友情や恋 の

話 であ る。既 に,第 三巻 で,ブ リ トマー トは,女 性 の愛 を受 けつ けないマ

リネルに致命傷 を負 わせ てい る。また,ス カダムアの恋人ア モレ ッ トを救

ったのは よいのだが,ブ リ トマー トを男性だ と思 って いるスカダムアには,

ア モ レ ッ トを横取 りした と,彼 女 は誤解 され てい る。



44ブ リ トマー ト考察7甲 胄と金髪との間で 一

ブ リトマー トが原 因にな って生 じた出来事が和解 に向か うのに役 立 って

いる もの として,次 の二つ が考 えられ る。 それ は,マ リネルが倒 れ た と聞

いて走 り去 る時の フロ リメルの振 り乱 した長 い髪 と,"appearance"で 人 々

に戸 惑い を与 えるブ リトマー トの 甲胄であ る。

つ ま り,こ の 『友情』 の巻 では,フ ロ リメル の,風 に流 され,哀 愁 の漂

う髪 は,ア ー サー王 の心 さえ引き付け,ま た,多 くの騎 士 たち を槍試合 に

結集 させ てい る と言え る。そ して,槍 試合 に集 まった騎 士 たちの間に,友

情 と本 当の恋 を芽生 え させ,一 つ の"concord"を 生 み出 してい くのが,ブ

リトマー トの 甲胄 とい う"appearance"と 彼 女 の"reality"の 一 部 であ る

金髪 であ る。"appearance"と 言 って も,ス ペ ンサーの 場合 には,シ ェイ

クス ピア の場合 ほ ど,否 定的 な意味 はな く,ス ペ ンサーは,"appearance"

の方 に もか な り心 を引かれて いる と言 えるのだが6a)

第 四巻 の第一篇,十 三は,フ ロ リメルの ため の槍 試合の場面 では ないが,

ブ リトマー トが女性 であ るこ とを明か す こ とに よって,あ る若 い騎士 が伸

間 との友情 を保つ こ とがで き,ま た一 方で は,ア モ レ ッ トが ブ リトマー ト

に女 性同士 としての新 たな友情 を抱 くこ とがで きるため の重 要な箇所 であ

る。

既 に,以 前に もブ リトマー トが髪 を見せ る場 面が あったが,・それ らは偶

然に よってであ った。 ここでは,友 情 を重 ん じるブ リ トマー ト自身 の意志

でな され る ことなのであ る。彼女 が,か ぶ との紐 を解 き,は ら りと髪 が と

け る様 は,若 い騎士 の受け た恥辱 とア モレ ッ トの不安 を 自然に取 り除 くの

に十分役立 った と言 える。

また,第 四巻 の中心 となるフ ロ リメルへ の愛の ため の馬上 槍試合 の場 面

で も友情 及び愛 の意味が さ らに追 究 される。 この試合 は男心 を誘 う可憐 な

フ ロ リメルの ために催 された ものであ り,友 情 のテーマ が強調 され てい る

が,実 際 は,本 当のフ ロ リメルは存在せず,居 るのは,魔 法使 いが 息子の た

め に作 ってや っ た偽 りのフ ロ リメルなので ある。ここにあ るの は友 情 には

違 いな くて も,"appearance"に 引 き寄 せ られて生 じた もの であ ると言 え る。



山 津 かおり45

こ の試合 で,ブ リ トマ▽ ドが,未 来の夫 と知 らず に,ア ー ティガル を打

ち負 か して しまうの も,彼 女 の愛にか なうだけの もの を彼が持 つていなか

ったか らなのであ る6も っ と深 みのあ る友情 と愛が生 じるの は,.四 巻 の六

篇に おいて である。

槍試合 で ブ リ トマー トに負 けた ことを根 に持 つアー テ ィガル と,恋 人ア

モ レ ッ トの こ とでブ リトマー トを逆 恨みす るス カダム アは,、不 思議 な友情

に結 ばれ,・二人 して,彼 女 を倒 そ うとい うこ とにな る。

しか しなが ら,ま ず,ス カダムアが ブ リ トマロ トに惨 敗す る6ア ー テ ィ

ガル も:,戦 いの途 中,ブ リト々〒 トのかぶ とか ら,"agoldenborder"(4.

6.20)の よ うな髪 の毛が現 われ るの を見 て,戦 う力 を失 って しま う.。

And as his hand he vp  again did reare, 

Thinking to worke on her his vtmost wracke, 

His powrelesse  arme benumbd with secret feare 

From his reuengefull purpose shronke  abacke, 

And cruell sword out of his fingers slacke 

Fell downe to ground, as if  the  steele  had  sence, 

And felt some ruth, or sence his  hand did lacke, 

Or both of them did thinke, obedience 

To doe to so diuine a beauties excellence. (4.6.21)

金細工師 もかなわないほどの美しさを備えたブ リトマー トの存在そのもの

に,ア ーティガルは神々しさを感 じ,戦 う力は萎えてしまうのである。

そ して,こ れ を見 ていたス カダ冷ア も律 女の、中に"Damenatures"(4.6.

24)を 見 い出 し,今 までの憎 しみ を玲 て去 ることが で きる。キ ュー ピッ ド

の愛の楯 を持 って いる騎士 ス カダムア は,ア ー テ ィガルに改めて,親 しみ

を感 じ,彼 が初めて恋 をし,齟女性 に膝 を屈 した.こ とを心 か ら喜ぶの であ る。

戦い・憎 しみ,嫌 悪 な どの不 母議 な道順 を辿 りなが ら, 一彼 らは ここに友 情

と愛 を確 立 して いる 。 「「

ブllト マー トは,「母 な る自然」 にまで寓 意的 レベ ル を上げ られ て描か れ
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てい る。だが,こ の後,ア ー テ ィガルが,鏡 の中 で見 た男性 だ と気付 い た

時の彼女は,屈 折 した愛情表 現 をす る普通 の愛 らしい乙女 として描 かれて

い る。 この時,寓 意の レベ ルは,私 たちに最 も身近 な存 在に まで下 げ られ

てい る と考 え られ る。 このよ うに彼女は,時 に応 じて,親 近 感 を変化 させ

る存在であ り,ま た,甲 胄で物事 の調和へ の端 緒 を開 き,金 髪 で統合 して

い く存在 と言 える。

第五 巻で は,さ らに 「慈愛 」の ある女性へ と,彼 女 の寓意的 レベ ルは上

げ られてい る。別 れの辛 さに耐 えて,ア ー テ ィガル を冒険へ と送 り出 した

ブ リトマー トの もとに,彼 が ラデ ィガン ドとい うアマ ゾ ンの女王に捕 え ら

れて しまった とい う不 幸 の知 らせ が届 く。 そ して,彼 女 は,直 ちに嫉 妬の

虜 にな って しま う。

この時の様子 は,泣 き じゃ くった り,駄 駄 をこね る"waywardchilde"

(5.6.14)と い う身近 な比 喩で 描か れて いるが,ま た,す ぐに,甲 胄 に身 を

固めた,行 動 力のあ るいつ ものプ リ トマー トが示 され る。

試練 を乗 り越 え,ア ー テ ィガル を救 うため に,彼 女 は 「慈愛」の女神 ア

イ シスの社 を訪 れ る。 この社 で,彼 女は,ア イ シスの庇護 を受 けて 眠 りに

つ き,不 可思議 な夢 を見 る。 彼女は,そ の夢 の謎 を司祭 に解 いて も らい,

心 の乱 れ を鎮め て,囚 わ れのアーテ ィガルの所 に向か う。

マー リンの時 と同 じよ うに,彼 女はア イシスに救 いを求 め,心 の迷 い を

鎮 めて,人 々を許す 気持 ちを学ぶの であるが,こ の時 の彼女の態度 と鎧の

意 味は考察 に値す る。

                Her helmet she vnlaste, 

And by the altars side her selfe to slumber plaste. 

For other beds the Priests there vsed none, 

But on their mother Earths deare lap did lie, 

And bake their sides vppon the cold hard stone, 

 T  'enure them selues to sufferaunce thereby 

And proud rebellious flesh to mortify. (5.7.8-9)
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神 の導 き と加護 を得 る ため に,身 を清め,心 を鎮 め るこ とは,確 か に一種

の習 わ しであ る。 しか し,か ぶ との紐 を少 し緩めなが らも,鎧 を身 につ け

たまま祭壇 のそば に身 を横 たえ るとい うこ とは,彼 女が,以 前 よ りも,自

分 の感情や 肉体 の反逆 を鎮 め るこ とが できる ように なったこ とを意味 して

いる。

アイシスの社 で,ブ リ トマー トは,物 事 を正 し く見つ め るための静 かな

心 と,人 の過 ちを許す 慈悲 の心 の大切 さを知 る。 そこを出て,ア マ ゾ ンの

所 で彼女 が見た ものは,慎 しみ を忘れ て しまった ラデ ィガ ン ドと,ブ リト

マー トだけ を愛 しなが らも囚われの 身 とな り,女 装 させ られたアー テ ィガ

ルなのであ る。

こ こには,本 質 に合 わない女装 と男装 が示 されて いて,ブ リ トマー トの

男装 と対比 され でい る。彼女の 男装 に も,ラ デ ィガン ドの男装 に通 じる男

性 の攻 撃性 を示す もの が存在す るが,「ラデ ィガ ン ドの鎧 には 自己の内的な

もの を制御す る意 味は付与 され ていない。

アーテ ィガル のそ ぐわな い姿 を悲 しむブ リトマー トは,ラ デ ィガン ドに

戦 い を挑み,勝 利 を収 め る。彼女 の奮 闘に よって,ア ー テ ィガルは元通 り

の り りしい姿 に戻 り,二 人は再 会 でき るが,こ の二 人には辛 い別 れが待 っ

てい る。ブ リ トマ ー トhは,悲 嘆 に くれなが らも,ア ー テ ィガル を新 たな 冒

険に送 り出 し,自 ら も,冒 険の旅 に出 る。

There she continu'd for a certaine space, 

Till through his want her woe did more  increase  : 

Then hoping that the change of aire and place 

Would change her paine, and sorrow somewhat ease, 

She parted thence, her anguish to appease. (5.7.45)

彼女は,鏡 が示 した夫ア尸ティガルから,愛 と同時に悲 しみ を学んだ と

言える。 しか し,悲 しみを味わいながらも,冒 険の旅に出かける,甲 胄に

身を包んだ彼女の姿には,あ る足どりの確かさが感 じられる。最初は,未

来の夫を探す旅に出るため,危 険から身を守るためにつ けられた彼女の甲
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胄 も,今 では,内 なる鎧 として,自 然に彼女 の身につ いた もの とな ってい

るので ある。　　 　　 .↓

　 ブ リトマ ー トの甲冑には,男 性的 な特 質,即 ち,攻 撃性,勇 気,自 制心

を示 す特性 が あ り,金 髪 の代 表す る女性 の美 しさ,優 しさ,1豊 か さを補 強

で きる もの として描 かれてい る。 この 甲胄 と長 い髪 は,外 的な もの を統合

す るだけ では な く,つ いには,内 な る領 域の統合 に も不可 欠な もの となっ

てい るδ 噛　 　　 　 　 　 　 :　 　 層　 ㌧

　 スペ ンサ ーは,ブ リ トマー トが時 折見せ る光 り輝 く金髪 に,時 に シ ンボ

ル を越 えた特 性,つ ま り,乙 女か ら大人の女性へ とい う,過渡期 にあ る女性

が無意識 に漂 わせ るそ こはか とない色香 を与 え,彼 女の統合 的機能 に幅 を

持 たせ てい る と言える。男性的 な特性 と女性 的な特性 とを調和 させ て,.神

の愛,夫 の愛 を支 えに愛 につ きまと う憲 しみ と戦 いなが ら,こ れか ら も冒

険 を続 けて い くで あろ うブ リトマー トの姿 には,ス ペ ンサーが重 ん じた「調

和」,そ して,「 無常の 中の永遠 」が 見て とれ るの である。　 　 『
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